
　本社と宮崎営業所の従業員13名で、約3,350件の顧客を支える日南マルヰガス
（昭和28年創業）。宮崎県南部・日南市を拠点に、海と山に囲まれた自然豊かな地域
でガス供給を続けている。鵜戸神宮や日南海岸など観光名所が点在する一方、住宅
は戸建てが中心。人口構成は高齢者が多く、特に沿岸部での高齢化が顕著だ。こう
した地域性から、ガス会社には「すぐ駆けつけてくれる安心感」が求められる。しか
し近年では、従業員の高齢化、人手不足、さらに過去の災害による道路寸断など、業
務を取り巻く環境は厳しさを増している。

日南マルヰガス株式会社

　こうした課題を解決するため、同社は補助金事業を活用し、LPWAの導入を決意。
初回は1,700件、2回目となる今回で650件を設置した。設置作業は社員総出で行わ
れ、繁忙期との重なりで苦労もあったが、「導入にはメリットしかないと判断し、従
業員同士できる限りフォローし合いながら乗り越えた」と担当者は語る。
　その効果は早速発揮された。2024年8
月、日南市を中心に発生した震度5強の地
震では、複数の顧客から「ガスが出ない」と
の通報が相次いだが、現場に行かずに遮断
状況をシステムで確認できたため、対応時
間が大幅に短縮。「現場に行かずに安全確
認ができたのは大きい。時間のロスがなく
なり、対応スピードが格段に上がった」と
担当者は振り返る。

LPWA導入の背景と現場の奮闘
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LPWA事業の責任者である内田将雅社長（左）、
内田有能専務（中央）、営業サイドから事業を支
えた丸崎課長（右）



　検針業務も様変わりした。従来は一軒ずつ訪問してメーターを確認していたが、
現在は残量や異常を遠隔で把握できるため、空いた時間は保安点検や顧客訪問に充
てられ、サービスの質向上にもつながっている。ガス機器の調子伺いや安全確認な
ど、きめ細やかな対応が可能になったことで、顧客満足度も高まっているそうだ。
　配送業務の効率化も大きな成果だ。従来は「職人の勘」に頼っていた残量予測が、
データに基づく判断に変わり、ガス切れ防止に効果を発揮。遠隔で残量を確認でき
るため、無駄な訪問や緊急配送が減り、ルート計画も最適化された。特に宮崎営業所
では配送業務を外部に委託しており、委託
先からは「残量管理が容易になり、配送ルー
トの無駄が減った」とのことで外注コスト
の削減にも役立っている。

検針負担軽減とサービス向上、配送効率化も

　同社は今後、Web請求システムの導入を予定。現在、メーカーと連携し、宮崎営業
所を中心に2026年春頃からの運用開始を目指している。また、海岸線は台風や豪
雨で通行止めになることが多く、今後も災害対応力の更なる強化が課題となって
いる。システム導入は、こうした課題を解決する切り札としても期待されているよ
うだ。
　 担当者は「地域に安心を届けるため、時代に合わせた取り組みを続けたい」と、
締めくくった。

今後はWeb請求や災害対応強化を視野

LPWAを活用した集中監視システムで状況を確認

本社敷地の隣には岩谷産業のLPガスタンクがあ
り、同社が運営管理を担っている。安全管理を徹底
しながら、地域のエネルギー供給を支える体制だ



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


